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科学技術振興機構の概要科学技術振興機構の概要

社会技術研究開発センター

機機

新技術の創出

・戦略的創造研究推進事業
・社会技術研究開発事業
・戦略的イノベーション創出推進事業【21年度新設】

科学技術情報
新技術の企業化開発

・研究開発戦略センター事業等

科学技術情報の

科学技術情報の提供

高機能基盤データベースの開発

新技術の企業化開発
流通・促進

・研究成果最適展開支援事業【21年度新設】
・若手研究者ベンチャー創出推進事業【21年度新設】
・技術移転支援センター事業

・文献情報データベース
・研究者・研究成果等のデータベース
バイオインフ マテ クス推進センタ

高機能基盤デ タ スの開発
・地域イノベーション創出総合支援事業等 ・バイオインフォマティクス推進センター

・科学技術情報発信・流通総合システム等

科学コミュニケーションの推進 研究交流・支援

・理科支援員等配置事業
・スーパーサイエンスハイスクール支援

・戦略的国際科学技術協力推進事業
・地球規模課題対応国際科学技術協力事業ス パ サイエンスハイスク ル支援

・日本科学未来館 ・地域結集型共同研究事業
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社会技術研究開発事業社会技術研究開発事業
社会技術研究開発センター

社会の具体的な問題の解決を通して、新たな社会的・公共的価値の創出を目指す。
社会問題の解決に取り組む関与者と研究者が協働するネットワークを構築。
自然科学と人文・社会科学の知識を活用した研究 開発を推進し 現実社会の具体自然科学と人文・社会科学の知識を活用した研究 開発を推進し、現実社会の具体
的な問題解決に資する成果を得る。
成果の社会への活用・展開（社会実装）を図る。
社会技術研究開発センタ が競争的資金配分機関として事業を推進

社会技術研究開発センターのメカニズム

社会技術研究開発センターが競争的資金配分機関として事業を推進。

社会技術研究開発 タ
(社会にネットワークを形成して課題の解決＝知の蓄積・移転）

運営協議会
社会各セクターの代表的有識者の眼（領域の事前評価）

セ
ン
タ

研究開発領域

領域総括

（プロジェクトの事前評価

／研究開発マネジメント）

「地域に根ざした脱温暖化・環境
共生社会」タ

ー

長
「科学技術と人間」

「脳科学と社会」

「情報と社会」

「犯罪からの子どもの安全」

共生社会」

評価委員会 領域・プロジェクトの中間・事後評価
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社会技術研究開発センターの活動サイクル社会技術研究開発センターの活動サイクル

社会技術研究開発センター

社会技術研究開発 ンタ の活動サイクル社会技術研究開発 ンタ の活動サイクル
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社会技術研究開発事業の進め方社会技術研究開発事業の進め方社会技術研究開発事業の進め方社会技術研究開発事業の進め方

１．社会の問題群に対して、多様な関与者の参画を得て十分
な調査検討を実施。その結果を踏まえ、本事業の研究開発
によって問題解決に寄与する成果が期待できる分野におい
て研究開発領域を設定。

２．研究開発領域の運営責任者である領域総括のマネジメン研究開発領域 運営責任者 ある領域総括 ネジ ン
トのもと、明確な研究開発目標をもつ研究開発プログラムを
設定し、研究開発プロジェクトを公募し、研究開発を推進。募

３．研究開発成果が実際の社会問題の解決に寄与するものと
なるよう 課題の設定 研究開発の実施 評価の全ての段なるよう、課題の設定、研究開発の実施、評価の全ての段
階で社会の関与者が参画。

４ 研究開発の成果を社会に活用・展開し 具体的な社会問４．研究開発の成果を社会に活用・展開し、具体的な社会問
題を解決する取組み（社会実装）を別のプログラムで支援。
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社会技術研究開発センター

社会技術研究開発センターの体制社会技術研究開発センターの体制社会技術研究開発センターの体制社会技術研究開発センターの体制
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社会技術研究開発事業の推進体制社会技術研究開発事業の推進体制
（研究開発領域・プログラム・プロジェクト）

社会技術研究開発センター

（研究開発領域 プログラム プロジェクト）
運営協議会：研究開発
領域及びプログラムの
事前評価を行う。

運営協議会 センター長 評価委員会

領域アドバイザー

評価委員会：研究開発
領域・プログラム・プロ
ジェクトの中間・事後評
価を行う

研究開発領域
領域総括

研究開発プログラム
＃２

研究開発プログラム
＃１

価を行う。

研究開発領域の運営の
責任者である領域総括
と 領域総括に対し専

●●●

＃２＃１

研究開発プロジェクト

（研究開発チーム）

と、領域総括に対し専
門的な助言を行う領域
アドバイザーが、研究
開発プログラム毎に研
究開発プ ジ クトを公

研究開発プロジェクト

（研究開発チーム）

領域総括補佐は必要に
応じて設置する

究開発プロジェクトを公
募し、選考する。研究開発プロジェクト

（研究開発チーム）

研究開発プロジェクト

（研究開発チーム）

応じて設置する。

●

研究開発プロジェクトは
問題解決に取り組む
人々と研究者の両方を

研究開発プロジェクト

（研究開発チーム）

研究開発プロジェクト

（研究開発チーム）

● ●

● 人々と研究者の両方を
含む関与者の協働する
研究開発チームを編成
する。

●
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